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例題 1 集合 X = {a, b, c, d} 上の 2 種類の関係 R,S をそれぞれ以下のよ
うに定義する.

R = {(a, a), (a, c), (a, d), (b, b), (b, c), (b, d), (c, c), (c, d), (d, d)}
S = {(a, a), (a, b), (b, a), (b, b), (c, c), (c, d), (d, c), (d, d)}
次の問いに答えよ.

1. 関係 R,S のそれぞれを行列と有向グラフで表現せよ.

2. 関係 R,S が, 反射律, 対称律, 反対称律, 推移律 のそれぞれを満たす
かどうかを判定せよ. 満たす場合は ○, 満たさない場合は × を記せ.

(解答欄)
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